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　当事務所では、毎月広報推進プロジェクトチーム（PT)により広報活動を推進してい
ます。
　ＰＴの中で「いかに住民の方々の目線で広報するか」が課題だったので外部講師と
して、佐伯市役所 広聴広報課の山中さんを迎えて”住民広報のコツ”について講演を
開催しました。
【テーマ】　１．プレスリリースなどに食いつきが悪い。どうすればよい？
               ２．表現が固くなりがち。何かいい方法はないか？
【講演の要旨】
１）役所の広報は、広報担当（発信元）が考えるよりもやわらかくはならない。
    できるだけやわらかくしてあとは校正に託す。
２）リード文（タイトルの近くにある導入の文書）と
   タイトルが大切
　　①リード文としては、次の項目に注意して文章
       を構成することが望ましい。
   　　・内容をなぜ伝えたいか
   　　・事業の趣旨は何か
   　　・優先度
　　②タイトルとしては、次のパターンが考えられる。
   　　・ダイレクト系
   　　・考えさせる系
   　　・ドラマティック系

　講演は、佐伯市報や当事務所の広報事例
を使い非常にわかりやすいものでした。受講
生からも多くの質問や積極的な発言があり
有意義な時間となりました。山中講師どうも
ありがとうございました。
　佐伯河川国道事務所も国民の皆様へわか
りやすい伝わる広報を目指して頑張ります。
（と書きながらこの記事はわかりやすいでしょうか？）

熱弁をふるう山中講師

真剣な中にもリラックスした雰囲気で受講する職員


